
                               

 
 

ヤングケアラー実態調査の結果について 

 

出雲市におけるヤングケアラーの実態や課題を把握し、今後の支援策の基礎資料とするとともに、

児童生徒に対し、ヤングケアラーの正しい知識や相談窓口を知ってもらうことを目的として、 

アンケート調査を実施しましたので、その概要を報告します。   

                     

１．調査対象及び回答状況 

 市内の学校に通う小学 6年生、中学 2年生、高校 2年生 

 

 

 

 

 

 

 ２．調査内容  

国が実施したヤングケアラーの実態に関する調査※に準じた内容 

（小学６年生：１９問 中学２年生：２１問 高校２年生：２２問） 
※「令和 3 年度子ども・子育て支援推進調査研究事業 ヤングケアラーの実態に関する調査研究」、 

     「令和 2 年度子ども・子育て支援推進調査研究事業 ヤングケアラーの実態に関する調査研究」 

 

 ３．調査方法  

各学校を通じ、児童生徒に依頼文（調査フォームの二次元コード等記載）を配布し、 

児童生徒用のタブレット等で回答（回答は任意） 

 

４．調査期間  

令和５年９月１１日(月)～１０月１１日(水) 

 

５．調査結果 ［ ］内は概要版のページ 

（１）家族の世話の実態 

・世話をしている家族が「いる」と回答した割合は、以下のとおり [P5] 

 

 

 

 

・世話の内容は、「家事」、「話を聞く」、「見守り」が高い傾向 ［P6～7］   

 

（２）世話についての相談の有無 

・世話について相談した経験が「ある」と回答した割合は 10.0％未満 ［P11］ 

・相談相手は「家族」が最も高い割合 ［P12］ 

・相談したことがない理由として、以下の回答が高い割合 ［P13］ 

「相談するほどの悩みではない」 

「相談しても何も変わらないから」 

「家族外の人に相談するような悩みではない」 

 

報告 子１ 

調査対象者 調査対象者数 有効回答数 回答率 

小学 6年生 1,557人 1,267人 81.4％ 

中学 2年生 1,502人 963人 64.1％ 

高校 2年生 1,522人 855人 56.2％ 

合計 4,581人 3,085人 67.3％ 

調査対象者 出雲市 参考（国） 

小学 6年生 11.2％（8人に 1人） 6.5％（15人に 1人） 

中学 2年生 7.2％（13人に 1人） 5.7％（17人に 1人） 

高校 2年生 4.3％（23人に 1人） 4.1％（24人に 1人） 

全 員 協 議 会 資 料 

令和６年(2024）３月２５日 

子ども未来部子ども政策課 
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（３）学校や大人に求める支援 

以下の回答が高い割合 ［P14～15］ 

  ・「話を聞いてほしい」 

・「相談にのってほしい」 

・「勉強を教えてほしい」 

・「自由に使える時間がほしい」 

 

（４）ヤングケアラーの自己認識と認知度 ※中高生のみの設問 

  ・自身がヤングケアラーに「あてはまる」と回答した割合は以下のとおり ［P15］    

 

 

 

 

・ヤングケアラーについて「聞いたことがあり、内容も知っている」と回答した 

割合は、以下のとおり ［P16］  

 

 

 

 

 

６．今後の支援の方向性  

（１）「ヤングケアラー」の正しい理解の促進と周知啓発 

 子どもが子どもらしく将来への夢や希望を持ち続けられるよう、ヤングケアラーの

相談支援につなげるためには、子ども自身が置かれた状況を認識するだけでなく、周

囲の気付きを進めることも大切である。そのため、ヤングケアラーの正しい理解の促

進と周知啓発に今後も努めていく。 

（２）子どもの気持ちに寄り添ったサポート体制づくり 

ケアを行う子どもの気持ちや状況は様々であるため、困ったときに安心して相談で

きる環境やサポート体制づくりが必要である。 

市においても、相談窓口の周知に努めるとともに、支援のスムーズな橋渡しができ

る体制づくりを進めていく。 

（３）福祉・教育・保健医療・地域団体（地域資源）など関係機関の連携した支援 

  ヤングケアラーが担う世話の内容は一律ではなく、時間の経過とともに支援内容も

変化していくため、関係機関と連携し、継続した支援が必要である。 

そのためには、福祉・教育・保健医療等のフォーマル（公的）な機関だけでなく、

インフォーマルな地域団体と連携することも重要である。相談までは必要ない（ある

いは相談しづらい）と思うヤングケアラーにとって、気軽に話せる身近な存在となり

うる地域の団体は、支援につながる一つの受け皿になる可能性がある。こうした地域

団体も含めた関係機関と日ごろから連携し、切れ目のない支援を行っていく。 

 

 

調査対象者 出雲市 参考（国） 

中学 2年生 1.0％ 1.8％ 

高校 2年生 1.9％ 2.3％ 

調査対象者 出雲市 参考（国） 

中学 2年生 27.3％ 6.3％ 

高校 2年生 49.5％ 5.7％ 
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調査概要
1. 調査の目的

本来大人が担うべき家事や家族の世話等を日常的に行うことで学校生活や学習に支障をきたしている「ヤングケアラー」が、子ど
も自身の権利が守られていないとして、近年、社会的に大きく注目されている。国においては、令和2年度及び令和3年度に実態調
査が行われ、全国のヤングケアラーと思われる子どもの実態が把握されたところである。

このような背景があるなか、本市におけるヤングケアラーの実態や課題を把握し、今後の支援策の基礎資料とするとともに、児童
生徒に対し、ヤングケアラーの正しい知識や相談窓口を知ってもらうことを目的として、アンケート調査を実施した。

ヤングケアラーについて：

「ヤングケアラー」とは、本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行っているこどものこと。責任や負担
の重さにより、学業や友人関係などに影響が出てしまうことがある。

出典：こども家庭庁（https://www.cfa.go.jp/policies/young-carer/）（参照 2023-12-20）

調査概要
２． 調査対象者

市内の学校に通う小学6年生、中学2年生、高校2年生

（以下、「調査対象者」という。）を対象とする。

(令和5年5月1日時点児童生徒数)

３． 調査方法
各学校を通じて児童生徒（調査対象者）向けに調査依頼文、保護
者向け(高校を除く)に調査のお知らせ文を配布した。(調査の実施に
ついては、市ホームページへも掲載。)

児童生徒本人が、児童生徒用のタブレット等で、調査依頼文のQR
コードからWEB上のアンケートフォームにアクセスし、校内等で回答
した。アンケートフォームの言語は日本語版及びポルトガル語版を
作成した。

４． 調査期間
令和5年9月11日(月)～令和5年10月11日(水)

５． 回答状況

※有効回答数はWEB上のアンケートフォームの回答数で、各学年に
おける日本語版とポルトガル語版の回答数の合計値

６． 集計・分析上の留意事項

(1)調査票については、国の『令和3 年度子ども・子育て支援推進調
査研究事業ヤングケアラーの実態に関する調査研究』及び『令
和2 年度子ども・子育て支援推進調査研究事業ヤングケアラー
の実態に関する調査研究』（以下、上記2種の調査をまとめて「国
の調査」という。）における調査票を参考に設問を作成している。
集計・分析結果との比較資料として、国の調査の報告書を参照し
ている。

(2)回答結果の集計値は、小数点以下第2位を四捨五入しているため、
合計が100.0％とならない場合がある。

(3)複数回答の設問は、該当設問の有効回答数を基数とし集計して
いるため、合計が100％を超える場合がある。

(4)各設問の有効回答数はグラフ中に【n=○】で表記している。

対象 調査対象者数

小学6年生 1,557人

中学2年生 1,502人

高校2年生 1,522人

合計 4,581人

調査対象者 調査対象者数 有効回答数 回答率

小学6年生 1,557人 1,267人 81.4％

中学2年生 1,502人 963人 64.1％

高校2年生 1,522人 855人 56.2％

合計 4,581人 3,085人 67.3％
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① お世話をしている家族の有無
 「いる」は、小学6年生で11.2％（8人に1人）、中学2年生で7.2％（13人に1人）、高校2年生で4.3％（23人に1人）と

なっている。低学年になるにつれて割合が増えている傾向が見える。

 国の調査では、小学6年生で6.5％（15人に1人）、中学2年生で5.7％（17人に1人）、高校2年生で4.1％（24人に1人）
であり、本市の割合が高くなっている。

11.2 

7.2 

4.3 

84.5 

90.2 

94.5 

4.3 

2.6 

1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学６年生…

中学２年生…

高校２年生…

いる いない 無回答

6.5 

5.7 

4.1 

93.5 

93.6 

94.9 

0.0 

0.6 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学６年生

【n=9,759】

中学２年生

【n=5,558】

高校２年生

【n=7,407】

いる いない 無回答

参考
国調査

② お世話を必要としている家族
 お世話を必要としている家族は、すべての学年で「きょうだい」や「お母さん(母親)」が高くなっている。

 国の調査とは規模や調査時期・無回答の割合などが異なるため、一概に比較することは難しいが、国の調査結
果と類似した傾向である。

参考 国調査

19.8%

13.2%

10.3%

5.5%

71.0%

1.9%

5.7%

0% 20% 40% 60% 80%

お母さん

お父さん

おばあさん

おじいさん

きょうだい

その他

無回答

小学６年生【n=631】

23.5%

14.7%

61.8%

3.8%

9.4%

29.6%

22.5%

44.3%

5.5%

8.8%

0% 20% 40% 60% 80%

父母

祖父母

きょうだい

その他

無回答

中学２年生【n=319】

高校２年生【n=307】

21.8%

12.0%

13.4%

8.5%

41.5%

3.5%

33.1%

29.0%

18.8%

8.7%

8.7%

29.0%

1.4%

40.6%

27.0%

16.2%

8.1%

8.1%

24.3%

0.0%

40.5%

0% 20% 40% 60% 80%

お母さん（母親）

お父さん（父親）

おばあさん（祖母）

おじいさん（祖父）

きょうだい

その他

無回答

小学６年生

【n=142】

中学２年生

【n=69】

高校２年生

【n=37】
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35.2%

28.5%

18.9%

18.4%

4.0%

26.3%

40.4%

3.2%

2.4%

3.3%

5.5%

12.7%

0% 20% 40% 60%

家事（食事の準備や掃除、洗濯）

きょうだいのお世話や送り迎え

入浴やトイレのお世話

買い物や散歩に一緒に行く

病院へ一緒に行く

話を聞く

見守り

通訳（日本語や手話など）

お金の管理

薬の管理

その他

無回答

小学６年生【n=631】

③ お世話の内容(小学６年生)
 お世話の内容は、小学6年生は「家事※食事の準備や掃除、洗濯」(30.3％)や「見守り」(20.4％)、「話を聞く」

(17.6％)が高くなっている。

30.3%

11.3%

14.8%

14.8%

1.4%

17.6%

20.4%

1.4%

1.4%

0.7%

2.8%

41.5%

0% 20% 40% 60%

家事 ※食事の準備や掃除、洗濯

きょうだいのお世話や送りむかえ

入浴やトイレのお世話

買い物や散歩に一緒に行く

病院へ一緒に行く

話を聞く

見守り

通訳 ※日本語や手話など

お金の管理

薬の管理

その他

無回答

小学６年生

【n=142】

参考 国調査

73.3%

0.0%

17.3%

38.7%

10.7%

22.7%

24.0%

8.0%

12.0%

5.3%

2.7%

9.3%

68.1%

0.0%

9.9%

26.4%

4.4%

17.6%

15.4%

7.7%

12.1%

7.7%

1.1%

13.2%

0% 20% 40% 60% 80%

家事（食事の準備や掃除、洗濯）

きょうだいの世話や

保育所等への送迎など

身体的な介護

（入浴やトイレのお世話など）

外出の付き添い

（買い物、散歩など）

通院の付き添い

感情面のサポート

（愚痴を聞く、話し相手になるなど)

見守り

通訳（日本語や手話など）

金銭管理

薬の管理

その他

無回答

中学２年生

【n=75】

高校２年生

【n=91】

④ お世話の内容(父母) (中学2年生、高校2年生)
 中学2年生、高校2年生の父母の世話の内容は、「家事(食事の準備や掃除、洗濯)」が高くなっている。そのほかで

は、高校2年生は「感情面のサポート(愚痴を聞く、話し相手になるなど)」(30.0％)が高くなっている。

60.0%

10.0%

0.0%

10.0%

0.0%

10.0%

5.0%

0.0%

5.0%

10.0%

0.0%

40.0%

50.0%

0.0%

0.0%

10.0%

0.0%

30.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

40.0%

0% 20% 40% 60% 80%

家事（食事の準備や掃除、洗濯）

きょうだいの世話や

保育所等への送迎 など

身体的な介護

（入浴やトイレのお世話など）

外出の付き添い

（買い物、散歩など）

通院の付き添い

感情面のサポート

（愚痴を聞く、話し相手になるなど)

見守り

通訳（日本語や手話など）

金銭管理

薬の管理

その他

無回答

中学２年生

【n=20】

高校２年生

【n=10】

参考 国調査
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42.6%

0.0%

14.9%

40.4%

4.3%

29.8%

57.4%

2.1%

10.6%

14.9%

4.3%

8.5%

43.5%

0.0%

21.7%

17.4%

14.5%

31.9%

52.2%

5.8%

4.3%

23.2%

5.8%

5.8%

0% 20% 40% 60% 80%

家事（食事の準備や掃除、洗濯）

きょうだいの世話や

保育所等への送迎など

身体的な介護

（入浴やトイレのお世話など）

外出の付き添い

（買い物、散歩など）

通院の付き添い

感情面のサポート

（愚痴を聞く、話し相手になるなど)

見守り

通訳（日本語や手話など）

金銭管理

薬の管理

その他

無回答

中学２年生

【n=47】

高校２年生

【n=69】

33.3%

0.0%

0.0%

22.2%

0.0%

11.1%

11.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

33.3%

40.0%

20.0%

0.0%

0.0%

0.0%

20.0%

60.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

20.0%

0% 20% 40% 60% 80%

家事（食事の準備や掃除、洗濯）

きょうだいの世話や

保育所等への送迎 など

身体的な介護

（入浴やトイレのお世話など）

外出の付き添い

（買い物、散歩など）

通院の付き添い

感情面のサポート

（愚痴を聞く、話し相手になるなど)

見守り

通訳（日本語や手話など）

金銭管理

薬の管理

その他

無回答

中学２年生

【n=9】

高校２年生

【n=5】

⑤ お世話の内容(祖父母) (中学2年生、高校2年生)
 中学2年生、高校2年生の祖父母の世話の内容は、「家事(食事の準備や掃除、洗濯)」が高くなっている。高校2年

生では「見守り」(60.0％)が最も高くなっている。

参考 国調査

⑥お世話の内容(きょうだい) (中学2年生、高校2年生)
 中学2年生、高校2年生のきょうだいの世話の内容は、「家事(食事の準備や掃除、洗濯)」、「見守り」が高くなって

いる。そのほかでは、高校2年生の「外出の付き添い(買い物、散歩など)」(44.4％)や「きょうだいの世話や保育所
等への送迎など」(33.3％)が高くなっている。

40.0%

25.0%

5.0%

20.0%

5.0%

5.0%

35.0%

5.0%

5.0%

5.0%

0.0%

40.0%

33.3%

33.3%

11.1%

44.4%

0.0%

22.2%

33.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

33.3%

0% 20% 40% 60% 80%

家事（食事の準備や掃除、洗濯）

きょうだいの世話や

保育所等への送迎 など

身体的な介護

（入浴やトイレのお世話など）

外出の付き添い

（買い物、散歩など）

通院の付き添い

感情面のサポート

（愚痴を聞く、話し相手になるなど)

見守り

通訳（日本語や手話など）

金銭管理

薬の管理

その他

無回答

中学２年生

【n=20】

高校２年生

【n=9】

37.6%

34.0%

20.8%

21.3%

2.0%

21.3%

68.0%

3.0%

2.5%

3.0%

5.1%

5.1%

56.6%

43.4%

16.2%

16.2%

2.2%

17.6%

53.7%

0.7%

4.4%

2.2%

8.8%

5.9%

0% 20% 40% 60% 80%

家事（食事の準備や掃除、洗濯）

きょうだいの世話や

保育所等への送迎など

身体的な介護

（入浴やトイレのお世話など）

外出の付き添い

（買い物、散歩など）

通院の付き添い

感情面のサポート

（愚痴を聞く、話し相手になるなど)

見守り

通訳（日本語や手話など）

金銭管理

薬の管理

その他

無回答

中学２年生

【n=197】

高校２年生

【n=136】

参考 国調査
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39.4%

28.9%

11.3%

7.0%

21.1%

2.8%

7.7%

0.7%

1.4%

40.1%

24.6%

18.8%

10.1%

5.8%

17.4%

1.4%

8.7%

0.0%

0.0%

63.8%

35.1%

21.6%

5.4%

5.4%

16.2%

0.0%

5.4%

5.4%

0.0%

45.9%

0% 20% 40% 60% 80%

お母さん（母親）

お父さん（父親）

おばあさん（祖母）

おじいさん（祖父）

きょうだい

しんせきの人

(親戚の人)

自分のみ

福祉（ふくし）サービスを利用

※ホームヘルパーなど

その他

無回答

小学６年生

【n=142】

中学２年生

【n=69】

高校２年生

【n=37】

⑦ 世話を一緒にしている人
 すべての学年で「お母さん(母親)」が最も高くなっている。次いで「お父さん(父親)」、「きょうだい」が高くなっている。

 国の調査とは規模や調査時期・無回答の割合などが異なるため、一概に比較することは難しいが、国の調査結果
と類似した傾向である。

64.2%

47.1%

11.6%

5.4%

36.0%

3.2%

10.6%

2.4%

0.5%

11.1%

58.3%

35.7%

16.0%

6.9%

35.7%

5.0%

9.1%

6.3%

1.9%

14.1%

52.1%

28.3%

11.4%

4.9%

34.5%

7.2%

11.4%

7.2%

1.3%

16.3%

0% 20% 40% 60% 80%

お母さん（母親）

お父さん（父親）

おばあさん（祖母）

おじいさん（祖父）

きょうだい

しんせきの人

(親戚の人)

自分のみ

福祉（ふくし）サービスを利用

※ホームヘルパーなど

その他

無回答

小学６年生

【n=631】

中学２年生

【n=319】

高校２年生

【n=307】

参考 国調査

⑧ 世話を始めた年齢
 10歳未満と回答した割合は、小学6年生が33.1％、中学2年生が8.6％、高校2年生が5.4％となっている。低学年に

なるにつれて割合がともに増加しており、特に小学6年生が高くなっている。

 国の調査とは規模や調査時期・無回答の割合などが異なるため、一概に比較することは難しいが、国の調査結果
と類似した傾向である。

12.7 

1.4 

2.7 

20.4 

7.2 

2.7 

19.7 

13.0 

13.5 

1.4 

18.9 

47.2 

76.8 

62.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学６年生

【n=142】

中学２年生

【n=69】

高校２年生

【n=37】

～６歳 ７～９歳 １０～１２歳 １３歳以上 無回答

17.3 

8.8 

6.2 

30.9 

16.3 

9.4 

40.4 

34.2 

13.0 

12.5 

37.8 

11.4 

28.2 

33.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学６年生

【n=631】

中学２年生

【n=319】

高校２年生

【n=307】

～６歳 ７～９歳 １０～１２歳 １３歳以上 無回答

参考
国調査

-8-



52.9 

45.1 

47.6 

16.0 

17.9 

16.9 

14.4 

14.4 

10.4 

5.5 

4.7 

6.8 

1.4 

4.1 

2.0 

9.7 

13.8 

16.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学６年生

【n=631】

中学２年生

【n=319】

高校２年生

【n=307】

ほぼ毎日 週に３〜５日 週に１〜２日 １か月に数日 その他 無回答

⑨ 世話をしている頻度
 世話をしている頻度は、小学6年生は34.5％、中学2年生は17.4％、高校2年生は24.3％が「ほぼ毎日」で最も高くなっ

ている。小学6年生は「ほぼ毎日」(34.5％)がほかの学年と比較して高くなっている。

 国の調査とは規模や調査時期・無回答の割合などが異なるため、一概に比較することは難しいが、国の調査結果と
比べて全体的に「ほぼ毎日」の割合は低くなっている。

34.5 

17.4 

24.3 

11.3 

8.7 

8.1 

11.3 

5.8 

18.9 

4.2 

2.9 

1.4 

2.7 

37.3 

65.2 

45.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学６年生

【n=142】

中学２年生

【n=69】

高校２年生

【n=37】

ほぼ毎日 週に３〜５日 週に１〜２日 １か月に数日 その他 無回答

参考
国調査

⑩ 平日１日当たりの世話に費やす時間
 世話に費やす時間は、すべての学年で「3時間未満」が最も高くなっている。

 国の調査とは規模や調査時期・無回答の割合などが異なるため、一概に比較することは難しいが、3時間以上は
国の調査結果と比べて低くなっている。

38.7 

20.3 

37.8 

10.6 

4.3 

8.1 

3.5 

2.9 

47.2 

72.5 

54.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学６年生

【n=142】

中学２年生

【n=69】

高校２年生

【n=37】

３時間未満 ３～７時間未満 ７時間以上 無回答

52.4 

42.0 

35.8 

22.8 

21.9 

24.4 

7.1 

11.6 

10.7 

17.6 

24.5 

29.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学６年生

【n=631】

中学２年生

【n=319】

高校２年生

【n=307】

３時間未満 ３～７時間未満 ７時間以上 無回答

参考
国調査
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⑪ お世話をしているために、やりたいけれど
できていないこと(小学6年生)

 説明は⑫へ記載する。

2.1%

2.1%

6.3%

4.9%

6.3%

1.4%

8.5%

0.0%

42.3%

38.7%

0% 20% 40% 60%

学校を休んでしまう

遅刻や早退をしてしまう

宿題など勉強する時間がない

眠る時間がたりない

友だちと遊ぶことができない

習い事ができない

自分の時間が取れない

その他

特にない

無回答

小学６年生

【n=142】

参考 国調査

2.9%

3.2%

7.8%

6.7%

10.1%

1.0%

15.1%

1.1%

63.9%

8.7%

0% 20% 40% 60% 80%

学校を休んでしまう

遅刻や早退をしてしまう

宿題など勉強する時間がない

眠る時間がたりない

友だちと遊ぶことができない

習い事ができない

自分の時間が取れない

その他

特にない

無回答

小学６年生

【n=631】

⑫ お世話をしているために、やりたいけれど
できていないこと(中学2年生、高校2年生)

 各世代「特にない」が最も高くなっている。そのほかでは、「自分の時間が取れない」、「宿題をする時間や勉強
する時間が取れない(宿題など勉強する時間がない)」が高くなっている。

0.0%

0.0%

4.3%

4.3%

1.4%

0.0%

0.0%

5.8%

0.0%

27.5%

65.2%

0.0%

2.7%

8.1%

5.4%

5.4%

2.7%

2.7%

8.1%

0.0%

35.1%

43.2%

0% 20% 40% 60% 80%

学校に行きたくても行けない

どうしても学校を遅刻・早退してしまう

宿題をする時間や

勉強する時間が取れない

睡眠が十分に取れない

友人と遊ぶことができない

部活や習い事ができない、

もしくは辞めざるを得なかった

進路の変更を考えざるを得ない、

もしくは進路を変更した

自分の時間が取れない

その他

特にない

無回答

中学２年生

【n=69】

高校２年生

【n=37】

1.6%

2.5%

16.0%

8.5%

8.5%

4.7%

4.1%

20.1%

0.3%

58.0%

10.7%

1.0%

2.9%

13.0%

11.1%

11.4%

2.3%

5.5%

16.6%

1.6%

52.1%

16.0%

0% 20% 40% 60% 80%

学校に行きたくても行けない

どうしても学校を遅刻・早退してし

まう

宿題をする時間や

勉強する時間が取れない

睡眠が十分に取れない

友人と遊ぶことができない

部活や習い事ができない、

もしくは辞めざるを得なかった

進路の変更を考えざるを得ない、

もしくは進路を変更した

自分の時間が取れない

その他

特にない

無回答

中学２年生

【n=319】

高校２年生

【n=307】

参考 国調査
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⑬ 世話の大変さ
 各世代「特に大変さは感じていない」が最も高くなっている。そのほかでは、小学6年生、高校2年生では「時間

の余裕がない(時間的余裕がない)」が高くなっている。また、中学２年生では、「気持ちの面で大変（精神的に
きつい）」が高くなっている。

6.3%

8.5%

12.7%

40.8%

38.7%

2.9%

5.8%

2.9%

26.1%

65.2%

2.7%

5.4%

18.9%

35.1%

45.9%

0% 20% 40% 60% 80%

体力の面で大変…

気持ちの面で大変…

時間の余裕がない…

特に大変さは感じていない…

無回答

小学６年生【n=142】

中学２年生【n=69】

高校２年生【n=37】

13.9%

18.4%

14.6%

57.4%

8.7%

6.6%

15.0%

16.0%

60.5%

13.2%

6.5%

19.9%

16.9%

52.1%

16.0%

0% 20% 40% 60% 80%

体力の面で大変

(身体的にきつい)

気持ちの面で大変

(精神的にきつい)

時間の余裕がない

(時間的余裕がない)

特に大変さは感じていない

(特にきつさは感じていない)

無回答

小学６年生【n=631】

中学２年生【n=319】

高校２年生【n=307】

参考
国調査

9.2 

2.9 

5.4 

50.7 

39.1 

45.9 

40.1 

58.0 

48.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学６年生

【n=142】

中学２年生

【n=69】

高校２年生

【n=37】

ある ない 無回答

17.3 

21.6 

23.5 

76.1 

67.7 

64.2 

6.7 

10.7 

12.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学６年生

【n=631】

中学２年生

【n=319】

高校２年生

【n=307】

ある ない 無回答

⑭ 世話について相談した経験
 すべての学年で「ある」が10.0％未満となっている。

 国の調査とは規模や調査時期・無回答の割合などが異なるため、一概に比較することは難しいが、国の調査結果と
比べて「ある」の割合が低くなっている。

参考
国調査
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⑮ 世話についての相談相手(小学6年生)
 説明は⑯へ記載する。

69.2%

7.7%

46.2%

30.8%

7.7%

0.0%

0.0%

0.0%

7.7%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

家族（お父さん、お母さん、おじいさん、

おばあさん、きょうだい）

しんせき（おじ、おばなど）

友だち

学校の先生（保健室の先生以外）

保健室の先生

スクールソーシャルワーカーや

スクールカウンセラー

病院・医療・福祉サービスの人

近所の人

SNS 上 での知り合い

その他

無回答

小学６年生

【n=13】

78.9%

10.1%

40.4%

13.8%

5.5%

3.7%

1.8%

1.8%

4.6%

1.8%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族（お父さん、お母さん、おじいさん、

おばあさん、きょうだい）

しんせき（おじ、おばなど）

友だち

学校の先生（保健室の先生以外）

保健室の先生

スクールソーシャルワーカーや

スクールカウンセラー

病院・医療・福祉サービスの人

近所の人

SNS 上 での知り合い

その他

無回答

小学６年生

【n=109】

参考 国調査

⑯世話についての相談相手(中学2年生、高校2年生)
 すべての学年で「家族(父、母、祖父、祖母、きょうだい)」が最も高くなっている。次いで「友人」、「学校の先生

(保健室の先生以外)」が高くなっている。

100.0%

0.0%

50.0%

50.0%

0.0%

50.0%

50.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

50.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族（父、母、祖父、祖母、きょうだい）

親戚（おじ、おばなど）

友人

学校の先生（保健室の先生以外）

保健室の先生

スクールソーシャルワーカーや

スクールカウンセラー

医師や看護師、その他病院の人

ホームヘルパーやケアマネージャー、

福祉サービスの人

役所や保健センターの人

近所の人

SNS 上での知り合い

その他

無回答

中学２年生

【n=2】

高校２年生

【n=2】

69.6%

8.7%

40.6%

13.0%

4.3%

7.2%

1.4%

1.4%

0.0%

1.4%

7.2%

1.4%

1.4%

69.4%

8.3%

47.2%

18.1%

4.2%

8.3%

2.8%

4.2%

1.4%

1.4%

9.7%

1.4%

4.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族（父、母、祖父、祖母、きょうだい）

親戚（おじ、おばなど）

友人

学校の先生（保健室の先生以外）

保健室の先生

スクールソーシャルワーカーや

スクールカウンセラー

医師や看護師、その他病院の人

ホームヘルパーやケアマネージャー、

福祉サービスの人

役所や保健センターの人

近所の人

SNS 上での知り合い

その他

無回答

中学２年生

【n=69】

高校２年生

【n=72】

参考 国調査
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⑰世話について相談したことがない理由(小学6年生)
 説明は⑱へ記載する。

72.2%

5.6%

2.8%

6.9%

12.5%

4.2%

8.3%

0% 20% 40% 60% 80%

相談するほどの悩みではないから

誰に相談するのがよいかわからな

いから

相談できる人がいないから

家族のことを話したくないから

相談しても何も変わらないから

その他

無回答

小学６年生

【n=72】

72.7%

4.2%

4.6%

5.4%

13.3%

4.0%

10.8%

0% 20% 40% 60% 80%

相談するほどの悩みではないから

誰に相談するのがよいかわからない

から

相談できる人がいないから

家族のことを話したくないから

相談しても何も変わらないから

その他

無回答
小学６年生

【n=480】

参考 国調査

⑱ 世話について相談したことがない理由
(中学2年生、高校2年生)

 お世話について相談したことがない理由は、各世代「相談するほどの悩みではない」が最も高くなっている。そのほか
では、小学6年生と中学2年生では「相談しても何も変わらないから（相談しても状況が変わるとは思わない）」が高く
なっている。中学2年生と高校2年生では「家族外の人に相談するような悩みではない」が高くなっている。

 国の調査とは規模や調査時期・無回答の割合などが異なるため、 一概に比較することは難しいが、国の調査結果と
類似した傾向である

55.6%

22.2%

3.7%

0.0%

11.1%

7.4%

3.7%

22.2%

0.0%

22.2%

64.7%

17.6%

5.9%

5.9%

11.8%

5.9%

0.0%

0.0%

0.0%

29.4%

0% 20% 40% 60% 80%

誰かに相談するほどの悩みではない

家族外の人に相談するような悩みではない

誰に相談するのがよいかわからない

相談できる人が身近にいない

家族のことのため話しにくい

家族のことを知られたくない

家族に対して偏見を持たれたくない

相談しても状況が変わるとは思わない

その他

無回答

中学２年生

【n=27】

高校２年生

【n=17】

74.5%

15.3%

11.1%

4.6%

12.0%

7.9%

8.3%

24.1%

4.6%

3.2%

65.0%

17.8%

7.1%

9.1%

11.7%

9.1%

11.2%

22.8%

4.6%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80%

誰かに相談するほどの悩みではない

家族外の人に相談するような悩みではない

誰に相談するのがよいかわからない

相談できる人が身近にいない

家族のことのため話しにくい

家族のことを知られたくない

家族に対して偏見を持たれたくない

相談しても状況が変わるとは思わない

その他

無回答

中学２年生

【n=216】

高校２年生

【n=197】

参考 国調査
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⑲ 世話について話を聞いてくれる人の有無
 世話について相談した経験がないと回答した児童生徒で、世話について話を聞いてくれる人の有無は、小学6年生は

52.8％、中学2年生は51.9％、高校2年生は35.3％が「いる」となっている。

 国の調査とは規模や調査時期・無回答の割合などが異なるため、一概に比較することは難しいが、「いる」と回答した
割合が、国の調査結果より低い傾向である。

参考
国調査

67.7 

57.9 

60.9 

21.9 

38.4 

36.0 

10.4 

3.7 

3.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学６年生

【n=480】

中学２年生

【n=216】

高校２年生

【n=197】

いる いない 無回答

52.8 

51.9 

35.3 

19.4 

22.2 

41.2 

27.8 

25.9 

23.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学６年生

【n=72】

中学２年生

【n=27】

高校２年生

【n=17】

いる いない 無回答

⑳ 学校や大人にしてもらいたいこと、必要な支援
(小学6年生)

11.9%

4.6%

1.9%

3.0%

6.5%

15.2%

13.3%

5.4%

1.3%

50.9%

6.7%

8.1%

0% 20% 40% 60%

自分のことについて

話を聞いてほしい

家族のお世話について

相談にのってほしい

家族の病気や障がい、お世話のこと

など…

自分が行っているお世話の

すべてを誰かに代わってほしい

自分が行っているお世話の

一部を誰かに代わってほしい

自由に使える時間がほしい

勉強を教えてほしい

お金の面で支援してほしい

その他

特にない

わからない

無回答

小学６年生

【n=631】

 説明は㉑へ記載する。

11.3%

2.8%

1.4%

1.4%

0.0%

14.8%

11.3%

2.8%

0.0%

47.2%

7.0%

17.6%

0% 20% 40% 60%

自分のことについて

話を聞いてほしい

家族のお世話について

相談にのってほしい

家族の病気や障がい、お世話のことなど

についてわかりやすく説明してほしい

自分が行っているお世話の

すべてを誰かに代わってほしい

自分が行っているお世話の

一部を誰かに代わってほしい

自由に使える時間がほしい

勉強を教えてほしい

お金の面で支援してほしい

その他

特にない

わからない

無回答

小学６年生

【n=142】

参考 国調査
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㉑ 学校や大人にしてもらいたいこと、必要な支援
(中学2年生、高校2年生)

12.9%

3.1%

2.2%

3.4%

2.5%

19.4%

16.3%

21.3%

9.4%

9.1%

1.6%

45.8%

5.3%

16.6%

2.9%

3.3%

2.6%

3.6%

17.9%

17.3%

18.9%

14.7%

6.2%

0.7%

39.7%

6.5%

0% 20% 40% 60%

自分のいまの状況について

話を聞いてほしい

家族のお世話について

相談にのってほしい

家族の病気や障がい、ケアのことなど

についてわかりやすく説明してほしい

自分が行っているお世話のすべてを

代わってくれる人やサービスがほしい

自分が行っているお世話の一部を

代わってくれる人やサービスがほしい

自由に使える時間がほしい

進路や就職など将来の相談に

のってほしい

学校の勉強や受験勉強など

学習のサポート

家庭への経済的な支援

わからない

その他

特にない

無回答

中学２年生

【n=319】

高校２年生

【n=307】

4.3%

1.4%

0.0%

2.9%

0.0%

8.7%

5.8%

8.7%

2.9%

5.8%

0.0%

47.8%

29.0%

8.1%

5.4%

0.0%

2.7%

2.7%

13.5%

5.4%

18.9%

5.4%

0.0%

0.0%

43.2%

27.0%

0% 20% 40% 60%

自分のいまの状況について

話を聞いてほしい

家族のお世話について

相談にのってほしい

家族の病気や障がい、ケアのことなど

についてわかりやすく説明してほしい

自分が行っているお世話のすべてを

代わってくれる人やサービスがほしい

自分が行っているお世話の一部を

代わってくれる人やサービスがほしい

自由に使える時間がほしい

進路や就職など将来の相談に

のってほしい

学校の勉強や受験勉強など

学習のサポート

家庭への経済的な支援

わからない

その他

特にない

無回答

中学２年生

【n=69】

高校２年生

【n=37】

 すべての学年で「特にない」が最も高くなっている。次いで「自由に使える時間がほしい」、「学校の勉強や受験勉
強など勉強のサポート（勉強を教えてほしい）」が高くなっている。

 そのほかでは、中学2年生の「進路や就職など将来の相談にのってほしい」(5.8％)、高校2年生の「自分のいまの
状況について話を聞いてほしい」(8.1％)が高くなっている。

参考 国調査

㉒ ヤングケアラーの自己認識
 中学2年生で1.0％、高校2年生で1.9％が「あてはまる」と回答した。(小学6年生は設問なし)

（「あてはまらない」には、お世話をしている家族の有無で、「いない」と回答した人を含む。）

 国の調査とは規模や調査時期・無回答の割合などが異なるため、一概に比較することは難しいが、中学2年生・
高校2年生は自身がヤングケアラーに「あてはまる」と回答した割合が、国の調査結果より低い傾向となっている。

1.0 

1.9 

84.1 

84.3 

11.9 

11.6 

2.9 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学２年生

【n=963】

高校２年生

【n=855】

あてはまる あてはまらない わからない 無回答

1.8 

2.3 

85.0 

80.5 

12.5 

16.3 

0.7 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学２年生

【n=5,558】

高校２年生

【n=7,407】

あてはまる あてはまらない わからない 無回答

参考
国調査
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27.3 

49.5 

22.9 

17.3 

47.9 

31.7 

1.9 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学２年生

【n=963】

高校２年生

【n=855】

聞いたことがあり、内容も知っている 聞いたことはあるが、よく知らない

聞いたことはない 無回答

6.3 

5.7 

8.8 

6.9 

84.2 

86.8 

0.6 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学２年生

【n=5,558】

高校２年生

【n=7,407】

聞いたことがあり、内容も知っている 聞いたことはあるが、よく知らない

聞いたことはない 無回答

㉓ ヤングケアラーの認知度
 「聞いたことがあり、内容も知っている」は、中学2年生は27.3％、高校2年生は49.5％となっている。

 国の調査とは規模や調査時期・無回答の割合などが異なるため、一概に比較することは難しいが、ヤングケア
ラーという言葉を「聞いたことがあり、内容も知っている」、「聞いたことはあるが、よく知らない」と回答した割合
が、国の調査結果より高くなっている。

参考
国調査

追加分析① 世話をしている家族の有無×家族構成

(％)

回答者数
（人）

二世代世帯 三世代世帯 ひとり親家庭 その他の世帯 無回答

いる 142 57.0 33.1 9.9 0.0 0.0

いない 1,070 55.4 36.6 6.1 0.4 1.5

いる 69 53.6 30.4 13.0 2.9 0.0

いない 869 53.3 37.2 7.8 0.5 1.3

いる 37 54.1 29.7 16.2 0.0 0.0

いない 808 49.3 38.0 9.4 0.4 3.0

小学6年生

中学2年生

高校2年生

 世話をしている家族が「いない」と回答した児童生徒に比べて、「いる」と回答した児童生徒は、「ひとり親家庭」、
「二世代世帯」の割合が高い傾向がある。それぞれの差は、「二世代世帯」では、小学6年生が1.6ポイント、中学2
年生が0.3ポイント、高校2年生が4.8ポイント、「ひとり親家庭」では小学6年生が3.8ポイント、中学2年生が5.2ポイ
ント、高校2年生が6.8ポイントとなっている。
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(％)

回答者数
（人）

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 無回答

50.7 22.5 4.2 2.8

50.8 20.4 3.4 0.7

50.7 20.3 7.2 4.3

48.1 22.7 2.8 0.8

48.6 18.9 0.0 0.0

44.9 26.2 3.8 0.7

0.7

1.6

0.0

1.2

0.0

869

37

2.2

0.0

71 .1 4.5

24.5

32.4

22.0

3 .6

7 .0

71.2 4 .1

71.0 11 .5

19.0

23.2

17.4

いる

いない

高校2年生
808

73.2

70.8

小学6年生

いる

いない

いる

いない

中学2年生

67 .5

142

1,070

69

追加分析② 世話をしている家族の有無×健康状態

 小学6年生と中学2年生について、世話をしている家族が「いない」と回答した児童生徒に比べて、「いる」と回答し
た児童生徒は、健康状態が「あまりよくない」、「よくない」と回答した割合の合計が高くなっている。小学6年生で
は、「よくない」は「いない」の0.7％に対して、「いる」は2.8％で、4.0倍の割合となっている。中学2年生では、 「よく
ない」は「いない」の0.8％に対して、「いる」は4.3％で、約5.4倍の割合となっている。

 高校2年生について、世話をしている家族が「いない」と回答した生徒に比べて、「いる」と回答した生徒は、健康状
態が「よい」、「まあよい」と回答した割合の合計が3.7ポイント低くなっている。

(％)

回答者数
（人）

ほとんど
欠席しない

たまに
欠席する

よく欠席する 無回答

18.3 2.1

16.4 0.9

13.0 11.6

10.9 9.1

18.9 5.4

13.4 10.1

20 .4

17.3

24 .6

20.0

24 .3

23.5

0.7

1.8

0.0

1.7

0.0

2.5

78.9

80.9

75.4

78.3

75.7

74.0

142

1,070

69

869

37

808

小学6年生

中学2年生

高校2年生

いる

いない

いる

いない

いる

いない

追加分析③ 世話をしている家族の有無×出席状況

 すべての学年で、世話をしている家族が「いない」と回答した児童生徒に比べて、「いる」と回答した児童生徒は、
「たまに欠席する」、「よく欠席する」と回答した割合の合計が高くなっている。特に、小学6年生では、「よく欠席す
る」は「いない」の0.9％に対して、「いる」は2.1％で、約2.3倍の割合となっている。
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追加分析④世話をしている家族の有無
×遅刻や早退の状況

(％)

回答者数
（人）

ほとんどしない たまにする よくする 無回答

13.4 1.4

10.3 1.1

24.6 2.9

10.5 1.7

10.8 0.0

10.9 1.5

小学6年生

いる 142 85.2 0.0
14 .8

いない 1,070 87.0 1.6
11 .4

0.0
27 .5

いない 869 86.4 1.4

3.0
12.4

12 .2

高校2年生

いる 37 89.2 0.0
10.8

いない 808 84.7

中学2年生

いる 69 72.5

 小学6年生と中学2年生について、世話をしている家族が「いない」と回答した児童生徒に比べて、「いる」と回答した児童
生徒は、「たまにする」と「よくする」と回答した割合の合計が高くなっている。一方、高校2年生では低くなっている。

 特に、中学2年生では、「よくする」は「いない」の1.7％に対して、「いる」は2.9％で、約1.7倍の割合となっている。

追加分析⑤ 世話をしている家族の有無
×学校生活であてはまること

(％)

回
答
者
数

（
人

）

授
業
中
に
寝
て
し
ま
う
こ
と
が
多

い 宿
題
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
多

い 持
ち
物
の
忘
れ
物
が
多
い

習
い
事
を
休
む
こ
と
が
多
い

提
出
物
を
出
す
の
が
遅
れ
る
こ
と

が
多
い

修
学
旅
行
な
ど
の
宿
泊
行
事
を
欠

席
す
る

保
健
室
で
過
ご
す
こ
と
が
多
い

学
校
で
は
⼀
人
で
過
ご
す
こ
と
が

多
い

友
だ
ち
と
遊
ん
だ
り

、
お
し

ゃ
べ

り
し
た
り
す
る
時
間
が
少
な
い

特
に
な
い

無
回
答

いる 142 7.7 15 .5 30 .3 2.8 19 .7 0.7 3.5 7.7 4.2 54 .2 0.7

いない 1,070 5.2 10.3 20.7 2.8 15.0 0.6 0.6 5.2 3.6 66.2 2.9

いる 69 23 .2 33 .3 17.4 2.9 30 .4 2.9 1.4 5.8 4.3 50 .7 0.0

いない 869 17.5 22.6 23.9 5.2 22.8 0.9 0.6 3.8 3.2 53.5 3.2

いる 37 27.0 18 .9 21 .6 5.4 24 .3 0.0 0.0 8.1 5.4 43 .2 5.4

いない 808 35.1 15.1 14.4 3.8 14.2 0.2 0.9 5.2 5.7 45.3 4.6

小学6年生

中学2年生

高校2年生

 すべての学年で、世話をしている家族が「いない」と回答した児童生徒に比べて、「いる」と回答した児童生徒
は、 「特にない」が低くなっている。

 世話をしている家族が「いない」と回答した児童生徒に比べて、「いる」と回答した児童生徒は、「提出物を出す
のが遅れることが多い」や「宿題ができていないことが多い」、「持ち物の忘れ物が多い」などが高い傾向にあ
る。
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追加分析⑥ 世話をしている家族の有無
×現在の悩みごと(小学6年生)

(％)

回
答
者
数

（
人

）

友
だ
ち
の
こ
と

学
校
の
成
績
の
こ
と

習
い
事
の
こ
と

家
族
の
こ
と

生
活
や
勉
強
に
必
要
な

お
金
の
こ
と

自
分
の
た
め
に
使
え
る

時
間
が
少
な
い
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

いる 142 18 .3 16 .2 6.3 10 .6 5.6 9 .9 4.9 55.6 3.5

いない 1,070 12.9 10.3 5.6 4.7 2.8 4.4 3.2 68.5 4.1
小学6年生

 世話をしている家族が「いない」と回答した児童に比べて、「いる」と回答した児童は、「友だちのこと」(18.3％)が
5.4ポイント、「学校の成績のこと」(16.2％)が5.9ポイント、 「家族のこと」(10.6％)が5.9ポイント、「自分のために使
える時間が少ないこと」(9.9％)が5.5ポイント高くなっている。

追加分析⑦世話をしている家族の有無
×現在の悩みごと(中学2年生、高校2年生)

(％)

回
答
者
数

（
人

）

友
人
と
の
関
係
の
こ
と

学
業
成
績
の
こ
と

進
路
の
こ
と

部
活
動
の
こ
と

学
費

（
授
業
料

）
な
ど
学
校
生
活
に
必

要
な
お
⾦
の
こ
と

塾

（
通
信
含
む

）
や
習
い
事
が
で
き
な

い 家
庭
の
経
済
的
状
況
の
こ
と

自
分
と
家
族
と
の
関
係
の
こ
と

家
族
内
の
人
間
関
係
の
こ
と

（
両
親
の

仲
が
良
く
な
い
な
ど

）

病
気
や
障
が
い
の
あ
る
家
族
の
こ
と

自
分
の
た
め
に
使
え
る
時
間
が
少
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

いる 69 10.1 33.3 37 .7 11.6 1.4 0.0 5.8 5 .8 10 .1 2 .9 8 .7 2.9 43.5 2.9

いない 869 12.8 34.9 34.9 15.8 1.3 0.9 1.7 2.9 3.6 0.9 3.6 1.5 42.5 4.6

いる 37 10.8 32.4 48 .6 5.4 5.4 5.4 5.4 5 .4 5 .4 5 .4 10 .8 0.0 29.7 0.0

いない 808 11.8 34.4 46.9 12.0 3.6 0.7 5.8 2.4 2.6 0.6 5.1 1.5 34.0 5.4

中学2年生

高校2年生

 世話をしている家族が「いない」と回答した生徒に比べて、「いる」と回答した生徒は、「自分のために使える
時間が少ない」、「家族内の人間関係のこと（両親の仲が良くないなど）」、「病気や障がいのある家族のこ
と」などが高くなっている。
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(％)

回
答
者
数

（
人

）

相
談
相
手

や
話
を
聞
い
て

く
れ

る
人
が
い

る

(

い
る

)

相
談
相
手

や
話
を
聞
い
て

く
れ

る
人
が
い

な
い

(

い
な
い

)

相
談
や
話
は
し
た
く
な
い

(
話
は
し
た
く
な
い

)

無
回
答

いる 61 50.8 23 .0 23.0 3.3

いない 321 52.6 10.6 28.5 8.3

いる 39 64.1 5.1 23 .1 7.7

いない 473 59.4 5.5 31.5 3.6

いる 26 73.1 11 .5 15.4 0.0

いない 498 74.5 5.4 17.9 2.2
高校2年生

中学2年生

小学6年生

追加分析⑧ 世話をしている家族の有無
×相談相手の有無

 小学6年生の「相談相手や話を聞いてくれる人がいない(いない)」は、 「いない」の10.6％に対して、「いる」は
23.0％で、約2.2倍の割合となっている。高校2年生も同様に、 「いない」の5.4％に対して、「いる」は11.5％で、
約2.1倍の割合となっている。

 中学2年生の「相談や話はしたくない(話はしたくない)」は、 「いる」の23.1％に対して、「いない」は31.5％で、
約1.4倍の割合となっている。
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